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エネルギー利用者の視点と取組み

有限会社ひのでやエコライフ研究所 鈴木靖文

 エネルギー利用者の削減の余地

 個人の取組みから社会的施策へ

資料２－３
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家電（エアコン）の効率向上は頭打ち

熱機関の効率制約から、「温度差を下げる」か「熱交換装置の大型化」程度しかない。

熱効率、発光効率、運動効率は上限あり。情報処理効率向上は余地あり。

エアコンは21世紀はじめ
まで効率向上が著しかっ
た。

近年は頭打ちとなってい
る。

出典：省エネ性能カタロ
グ、省エネ型製品情報サ
イトより作成

しんきゅうさん（エアコン）
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購入時の選び方による違いは依然大きい

https://label.eek.jp 家電省エネ★くらべ
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CO2削減策は変化しても、絶えることはない

 2000年代の有効対策--------------------------

 省エネ型エアコン、テレビ、冷蔵庫、HF蛍光灯

 エコキュート、エコジョーズ

 2010年代の有効対策--------------------------

 省エネ型冷蔵庫、テレビ、LED

 エネファーム、節水シャワーヘッド

 太陽光発電装置、窓断熱

 エコカー

 2020年代以降の有効対策？--------------------

 情報効率向上、センサー管理

 シャワー改善

 太陽光発電＋マネジメント装置、エコ住宅

 電気自動車、自転車転換
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エネルギーの使い方は様々、有効な対策も多様

戸建て住宅
4人子育て世代

マンション
2人高齢者

戸建て省エネ住宅
3人

太陽光発電装置 〇 ×不可 ×すでに導入

家族だんらんで過ご
す時間を長くする

〇 ×通常1部屋のみ 〇

エアコンによる暖房 〇 ×もともとエアコン暖
房

×もともとエアコン暖
房

内窓の設置 〇 〇窓からの割合が

大きく効果的

×すでに高効率

暖房温度設定を控え
めにする

×もともと控えめ 〇 〇

不在部屋の照明を消
す

×つけていない 〇 〇

生活パターンによる効果的な対策例（導入可能、削減効果、ペイバック）
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家庭ごとの対策検討：うちエコ診断 （since2008）

https://webapp.uchieco-shindan.jp 2021年4月WEB版正式公開
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うちエコ診断の集計（削減効果、有効世帯割合、導入率）

2011年度実施の
集計。導入数は3
か月後のアンケ
ートによる。

うちエコ診断ロジ
ック検証WG報告
書2014年3月より
抜粋



Page 8

省エネ設計シート（1マス2割減、3マス半減）

https://hinodeya-ecolife.sakura.ne.jp/savesheet/

消費量＝Π（利用要素）
※利用要素の積
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個々の取組みから、社会的戦略へ

 家庭・事業者にとってメリットとなる省エネ（再エネ）の後押し

 情報提供（一般情報から、個別情報へ）、ナッジなど伝え方

 社会規範の形成

 初期投資の軽減、導入リスクの社会的ヘッジの仕組み

 政策成果（メリット）の効率的把握

 若年層の選択・チャレンジの支援

 社会保障面、経済成長面を含めた統合エネルギー戦略

 快適な住空間の構築を通じて、冬季の疾病・死亡率上昇を抑えるこ
とによる、医療費低減

 発電への投資と同様に、省エネへの投資を含めた、効果的戦略とそ
の評価

 民間として大阪を含む地域で行われるエネルギー関連設備投資等
における、社会合意形成プロセスの設定
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エネルギーに関する新しい認識の例

 死んでいるエネルギーは気持ちが悪い

 太陽光、風力など自然エネルギーは不安定と言われるが、変化があ
ることが「生きている」ことの証。「いつでも安定して使える」ことのほ
うが不自然。

 化石エネルギーは、言葉のとおり生きていない。ゾンビのように、地
下で眠っていたものを無理やり起こして、問題を引き起こしている。

 再生可能エネルギーを余らせる「ぜいたく」は本来の豊かさ

 余った太陽光発電電力を捨てる「ぜいたく」。無理してまで連携した
り、使ったりする必要もない。

 動植物だって、太陽光を全て活用しているわけではない。気持ちが
いいときだけ日向ぼっこをする、ほんの一部を洗濯物を乾かすため
使う、でいい。使わなくても、何も害を引き起こさない。

 ただし、化石エネルギーの無駄使いは罰が当たる。


